
バンダイナムコオンライン、大規模マルチプレイゲームに 
AWS Graviton プロセッサとスポットインスタンスを活用。
従来比でコストを約 32% 削減

株式会社バンダイナムコオンライン

ビジネスの課題：十数万人以上の同時接続
者数が見込まれるマルチプレイゲームのイン
フラ構築が課題に

バンダイナムコオンラインは、オンライン
ゲーム事業に特化して開発・運営からパブ
リッシングまでを一手に担うバンダイナム
コグループ企業です。得意分野は、シュー
ターやアクション、マルチプレイヤーゲー
ムの開発です。バンダイナムコグループが
得意とする キャラクター等の知的財産(IP) 
軸戦略の起点となる、オリジナル IP 創出
にも力を入れています。「日本発オンライン
ゲームを、世界へ」というスローガンを掲
げ、キャラクターの魅力を最大限に引き出
したビジュアルや世界観といった「日本ら
しさ」にこだわったオンラインゲームを提
供しています。
「BLUE PROTOCOL」は、バンダイナムコ
オンラインとバンダイナムコスタジオによ
る共同プロジェクトチーム「PROJECT 
SKY BLUE」の中核を成すオリジナルコン
テンツとして開発されたオンラインアク
ション RPG です。圧倒的グラフィック表
現で紡がれる世界と、オンラインによる共
闘を軸とするマルチプレイアクションを突
き詰めたゲーム性とを融合させた、完全新
作のオリジナルタイトルです。
プロトタイプに 3 年、開発に 5 年をかけ
たという本作は、バンダイナムコグループ
においても特に規模の大きなプロジェクト
となっています。グローバルでの展開も見
据えており、リリース時には 十数万人以上
もの同時接続者数を見込んでいました。
「本作は、アクション RPG を専用ゲーム
サーバー上で動かすという、バンダイナム

コオンラインとして大きなチャレンジでし
た。将来的には、プレイヤー数が数十万人規
模にまで増える可能性があるため、それに
耐え得る可用性やスケーラビリティの高い
アーキテクチャを構築する必要がありま
す。しかし、インスタンスを大量に立てる
と、インフラのコストが増大します。いかに
して、これらのバランスをとるのかが課題
になっていました」と語るのは、開発本部 
システム部 ゼネラルマネージャーの太田
薫氏です。
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

ソリューション：AWS Graviton プロセッサ 
搭載の Amazon EC2 インスタンスとスポッ
トインスタンスを採用し、可用性向上とコスト
削減を両立

AWS とともにアーキテクチャを検討した
結果、本プロジェクトにおいては  AWS 
Graviton プロセッサ搭載の Amazon EC2 
インスタンスを採用する方針としました。
AWS Graviton は Amazon EC2 で実行さ
れるワークロードに最高のコストパフォー
マンスを提供するように設計されたプロ
セッサーファミリーです。同等の x86 ベー
スの Amazon EC2 インスタンスと比較
して、コストを最大で 20% 程度抑えられ
ます。スケーラビリティとコスト最適化の
両立が求められる本プロジェクトに適して
いました。
 「2021 年当時、すでに Intel プロセッサ
を搭載した Amazon EC2 インスタンスで
アーキテクチャを組んでいましたが、AWS 
Graviton を搭載した Amazon EC2 イン
スタンスでもゲームが問題なく動くか確認
しました。使用しているライブラリのバー

概要：バンダイナムコグループに所属し、オンラインゲームの企画・開発・運営を主
な事業とする株式会社バンダイナムコオンライン。同社は株式会社バンダイナムコス
タジオと共同チーム「PROJECT SKY BLUE」を組成し、オンラインアクション RPG
「BLUE PROTOCOL」を開発・提供しています。本作のインフラコストを最適化する
ため、AWS Graviton プロセッサ 搭載の Amazon Elastic Compute Cloud 
(Amazon EC2) インスタンスとスポットインスタンスを採用し、結果として約 32% 
のコスト削減を実現しました。

ジョンアップが必要になった程度で、AWS 
Graviton の導入にあたっての障壁はあり
ませんでした」とシステム部 インフラエン
ジニアの斧木将貴氏は話します。
また、さらなるコスト最適化のために、
「BLUE PROTOCOL」の特定サーバーでは
スポットインスタンスも活用しました。こ
れは、Amazon EC2 の空きキャパシティを
活用することで大幅な割引価格で Amazon 
EC2 インスタンスを利用できる購入オプ
ションです。
スポットインスタンスには大幅な割引を受
けられるというメリットがある一方で、任
意のタイミングで中断される可能性がある 
という特徴を持っています。今回、ステート
フルな専用ゲームサーバーにあえてスポッ
トインスタンスを採用するというチャレン
ジを行いました。大型のマルチプレイゲー
ムを長期にわたり運用することを考慮する
とスポットインスタンス活用によるコスト
削減は重要な取り組みとなるためです。当
然、スポットインスタンスの中断がプレイ
ヤー体験に与える影響を極小化する工夫は
必要で「BLUE PROTOCOL」では、スポッ
トインスタンスの中断が予告されると同一
インスタンスへの追加入場が行えなくなり、
さらにインスタンス内のプレイヤーには別
の空間への移動を促す告知が行われるな
ど、スポットインスタンスの特徴をうまく
カバーしたゲーム仕様になっています。ま
た、「途中で中断されてはならないダンジョ
ンはオンデマンドインスタンスで動かすな
ど、スポットインスタンスとの適切な使い
分けをしています」と太田氏は解説します。
「また、『BLUE PROTOCOL』では専用ゲー
ムサーバーや API サーバーなど各種サー
バーを Amazon Elastic Kubernetes 
Service（Amazon EKS）上に展開してい
ます。そして、複数の CPU アーキテクチャ
で動作するように、マルチアーキテクチャ
のコンテナイメージを作成しました。Intel 
プロセッサと AWS Graviton プロセッサ
のどちらであっても、問題なく動作するコ
ンテナ環境になっています。こうすること
で、AWS Graviton のコストパフォーマン
スを享受すると同時に、コンテナを展開で
きるインスタンスタイプの選択肢を多くし
てスポットインスタンスを確保しやすくし
ています」と開発本部 システム部シニアエ

ンジニアの高橋利明氏は語ります。
そして、Kubernetes ノードのスケーリン
グには Kubernetes Cluster Autoscaler 
ではなく AWS がオープンソースとして提
供しているノードライフサイクルマネー
ジャーである Karpenter を採用していま
す。選定理由として「Kubernetes Cluster 
Autoscaler より高速なスケーリングを実
現できること、オートスケーリングに関する
設定・運用が容易であること」を斧木氏は挙
げており、プレイヤーの急増が起こり得る
オンラインゲームという領域と、Karpenter 
との親和性の高さが伺えます。
また、Kubernetes ポッドについては、ゲー
ムの同時接続者数に応じてスケールする仕
組みを構築しています。
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

導入効果：想定を大幅に上回る 20 万人以
上の同時接続者数でもスムーズにサービス
継続。従来比でコストを約 32 ％ 削減

「BLUE PROTOCOL」は、リリース直後から
多くの人々の注目を集めました。最大の同
時接続者数は 20 万人を超えました。これは
バンダイナムコオンラインが見込んでいた
以上のプレイヤーがサービスを利用したこと
になります。しかし、大規模の同時接続に耐
えられるようにアーキテクチャを構築して
いたことから、サービス停止などは発生せ
ず無事に大量トラフィックを処理すること
ができました。2024 年 1 月時点で累計プ
レイヤー数は 100 万人を突破しています。
「スポットインスタンスと Graviton イン
スタンスの活用により、コストを約 32 ％ 
削減することができました。期待通りのコ
スト削減につながっています」（太田氏）
今後、システム面では Kubernetes クラス
ターのオートスケーリングを最適化すると
いった施策により、さらなるコスト削減を
目指しています。また、現在は既存の Redis 
のクラスターをサーバーレスタイプの  
「Amazon ElastiCache Serveless」に移
行し、運用工数の削減とコスト最適化する
ことも視野に入れているといいます。
さらなるサービス展開や機能改善に取り組
む「BLUE PROTOCOL」。その裏側を支える
アーキテクチャも日々の刷新を続けていま
す。よりよいゲーム体験の提供のため、イン
フラ環境の最適化は、これからも続きます。

導入効果
● 20 万人以上：「BLUE PROTOCOL」
の最大の同時接続者数

● 100 万人以上：「BLUE PROTOCOL」
の累計プレイヤー数

● 32%：Amazon EC2 のコスト削減効果

ご利用中の主なサービス
● Amazon EC2
● Amazon EKS
● Amazon Aurora
● Amazon ElastiCache

企業名：株式会社バンダイナムコオンライン
業種：ゲーム
国名：日本
従業員数：246 人（2023 年 3 月末時
点）
ウェブサイト：
https://www.bandainamco-ol.co.jp

お客様導入事例　ゲーム



アマゾン ウェブ サービス ジャパン合同会社
〒141-0021　東京都品川区上大崎 3-1-1 目黒セントラルスクエア　https://aws.amazon.com/jp/
Copyright ©  2024, Amazon Web Services, Inc. or its affiliates. All rights reserved. 

ビジネスの課題：十数万人以上の同時接続
者数が見込まれるマルチプレイゲームのイン
フラ構築が課題に

バンダイナムコオンラインは、オンライン
ゲーム事業に特化して開発・運営からパブ
リッシングまでを一手に担うバンダイナム
コグループ企業です。得意分野は、シュー
ターやアクション、マルチプレイヤーゲー
ムの開発です。バンダイナムコグループが
得意とする キャラクター等の知的財産(IP) 
軸戦略の起点となる、オリジナル IP 創出
にも力を入れています。「日本発オンライン
ゲームを、世界へ」というスローガンを掲
げ、キャラクターの魅力を最大限に引き出
したビジュアルや世界観といった「日本ら
しさ」にこだわったオンラインゲームを提
供しています。
「BLUE PROTOCOL」は、バンダイナムコ
オンラインとバンダイナムコスタジオによ
る共同プロジェクトチーム「PROJECT 
SKY BLUE」の中核を成すオリジナルコン
テンツとして開発されたオンラインアク
ション RPG です。圧倒的グラフィック表
現で紡がれる世界と、オンラインによる共
闘を軸とするマルチプレイアクションを突
き詰めたゲーム性とを融合させた、完全新
作のオリジナルタイトルです。
プロトタイプに 3 年、開発に 5 年をかけ
たという本作は、バンダイナムコグループ
においても特に規模の大きなプロジェクト
となっています。グローバルでの展開も見
据えており、リリース時には 十数万人以上
もの同時接続者数を見込んでいました。
「本作は、アクション RPG を専用ゲーム
サーバー上で動かすという、バンダイナム

コオンラインとして大きなチャレンジでし
た。将来的には、プレイヤー数が数十万人規
模にまで増える可能性があるため、それに
耐え得る可用性やスケーラビリティの高い
アーキテクチャを構築する必要がありま
す。しかし、インスタンスを大量に立てる
と、インフラのコストが増大します。いかに
して、これらのバランスをとるのかが課題
になっていました」と語るのは、開発本部 
システム部 ゼネラルマネージャーの太田
薫氏です。
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

ソリューション：AWS Graviton プロセッサ 
搭載の Amazon EC2 インスタンスとスポッ
トインスタンスを採用し、可用性向上とコスト
削減を両立

AWS とともにアーキテクチャを検討した
結果、本プロジェクトにおいては  AWS 
Graviton プロセッサ搭載の Amazon EC2 
インスタンスを採用する方針としました。
AWS Graviton は Amazon EC2 で実行さ
れるワークロードに最高のコストパフォー
マンスを提供するように設計されたプロ
セッサーファミリーです。同等の x86 ベー
スの Amazon EC2 インスタンスと比較
して、コストを最大で 20% 程度抑えられ
ます。スケーラビリティとコスト最適化の
両立が求められる本プロジェクトに適して
いました。
 「2021 年当時、すでに Intel プロセッサ
を搭載した Amazon EC2 インスタンスで
アーキテクチャを組んでいましたが、AWS 
Graviton を搭載した Amazon EC2 イン
スタンスでもゲームが問題なく動くか確認
しました。使用しているライブラリのバー

ジョンアップが必要になった程度で、AWS 
Graviton の導入にあたっての障壁はあり
ませんでした」とシステム部 インフラエン
ジニアの斧木将貴氏は話します。
また、さらなるコスト最適化のために、
「BLUE PROTOCOL」の特定サーバーでは
スポットインスタンスも活用しました。こ
れは、Amazon EC2 の空きキャパシティを
活用することで大幅な割引価格で Amazon 
EC2 インスタンスを利用できる購入オプ
ションです。
スポットインスタンスには大幅な割引を受
けられるというメリットがある一方で、任
意のタイミングで中断される可能性がある 
という特徴を持っています。今回、ステート
フルな専用ゲームサーバーにあえてスポッ
トインスタンスを採用するというチャレン
ジを行いました。大型のマルチプレイゲー
ムを長期にわたり運用することを考慮する
とスポットインスタンス活用によるコスト
削減は重要な取り組みとなるためです。当
然、スポットインスタンスの中断がプレイ
ヤー体験に与える影響を極小化する工夫は
必要で「BLUE PROTOCOL」では、スポッ
トインスタンスの中断が予告されると同一
インスタンスへの追加入場が行えなくなり、
さらにインスタンス内のプレイヤーには別
の空間への移動を促す告知が行われるな
ど、スポットインスタンスの特徴をうまく
カバーしたゲーム仕様になっています。ま
た、「途中で中断されてはならないダンジョ
ンはオンデマンドインスタンスで動かすな
ど、スポットインスタンスとの適切な使い
分けをしています」と太田氏は解説します。
「また、『BLUE PROTOCOL』では専用ゲー
ムサーバーや API サーバーなど各種サー
バーを Amazon Elastic Kubernetes 
Service（Amazon EKS）上に展開してい
ます。そして、複数の CPU アーキテクチャ
で動作するように、マルチアーキテクチャ
のコンテナイメージを作成しました。Intel 
プロセッサと AWS Graviton プロセッサ
のどちらであっても、問題なく動作するコ
ンテナ環境になっています。こうすること
で、AWS Graviton のコストパフォーマン
スを享受すると同時に、コンテナを展開で
きるインスタンスタイプの選択肢を多くし
てスポットインスタンスを確保しやすくし
ています」と開発本部 システム部シニアエ

ンジニアの高橋利明氏は語ります。
そして、Kubernetes ノードのスケーリン
グには Kubernetes Cluster Autoscaler 
ではなく AWS がオープンソースとして提
供しているノードライフサイクルマネー
ジャーである Karpenter を採用していま
す。選定理由として「Kubernetes Cluster 
Autoscaler より高速なスケーリングを実
現できること、オートスケーリングに関する
設定・運用が容易であること」を斧木氏は挙
げており、プレイヤーの急増が起こり得る
オンラインゲームという領域と、Karpenter 
との親和性の高さが伺えます。
また、Kubernetes ポッドについては、ゲー
ムの同時接続者数に応じてスケールする仕
組みを構築しています。
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

導入効果：想定を大幅に上回る 20 万人以
上の同時接続者数でもスムーズにサービス
継続。従来比でコストを約 32 ％ 削減

「BLUE PROTOCOL」は、リリース直後から
多くの人々の注目を集めました。最大の同
時接続者数は 20 万人を超えました。これは
バンダイナムコオンラインが見込んでいた
以上のプレイヤーがサービスを利用したこと
になります。しかし、大規模の同時接続に耐
えられるようにアーキテクチャを構築して
いたことから、サービス停止などは発生せ
ず無事に大量トラフィックを処理すること
ができました。2024 年 1 月時点で累計プ
レイヤー数は 100 万人を突破しています。
「スポットインスタンスと Graviton イン
スタンスの活用により、コストを約 32 ％ 
削減することができました。期待通りのコ
スト削減につながっています」（太田氏）
今後、システム面では Kubernetes クラス
ターのオートスケーリングを最適化すると
いった施策により、さらなるコスト削減を
目指しています。また、現在は既存の Redis 
のクラスターをサーバーレスタイプの  
「Amazon ElastiCache Serveless」に移
行し、運用工数の削減とコスト最適化する
ことも視野に入れているといいます。
さらなるサービス展開や機能改善に取り組
む「BLUE PROTOCOL」。その裏側を支える
アーキテクチャも日々の刷新を続けていま
す。よりよいゲーム体験の提供のため、イン
フラ環境の最適化は、これからも続きます。

「スポットインスタンスはコスト削減の効果が高い。今後はスポットインスタン
ス活用のノウハウを、バンダイナムコグループ内に横展開していきます」

太田 薫 氏
株式会社バンダイナムコオンライン　開発本部 システム部　ゼネラルマネージャー
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企業概要
株式会社バンダイナムコオンライン
オンラインゲーム事業に特化して開発・
運営～パブリッシングまで一手に担うバ
ンダイナムコのグループ企業。オンライン
アクション RPG「BLUE PROTOCOL」
やオリジナル IP「アイドリッシュセブン」な
ど、デバイスを問わずさまざまなコンテン
ツ＆サービスを開発・展開。「日本発オン
ラインゲームを、世界へ」というスローガ
ンを掲げる。


